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 強靭化への挑戦
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　洪水時の流下能力の増強、生活水の
安定取水の為の塩水遡上防止を目的に
行徳可動堰が建設されたのは昭和32
年のことです。それ以前にも大正5年
から8年にかけて放水路の開削が行わ
れており、今回の改修は江戸時代から
続くまちづくりの志を継ぐ事業ともい
えます。海水が遡上すれば飲用水のみ
ならず農業、工業用水としての利用も
できません。洪水時の氾濫の際には流
域230万人、総額34兆円もの被害を
もたらすという試算もあり、我々の使

命の重大さをかみ締めています。
　私どもはこの可動堰だけではなく、
総延長約60kmの江戸川全体を見守っ
ています。台風襲来時には各地点での
状況の把握、情報収集に奔走、関係機
関との調整を図り、風水害や水防に関
する警報の発令に備えています。
　低平地に密集する人口・家屋、近年
増加するゲリラ豪雨など、私たちが暮
らすこの地域の特性を常に念頭に置き
ながら防災対策に当たることが重要で
あると考えています。
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行徳可動堰改築
江戸川は古くから洪水氾濫から地域を守り、一方で
は生活用水などを供給する重要な河川である。その
河口部では大正、昭和、平成に至る河川改修事業が
継続されてきた。「行徳可動堰」は、海からの塩水遡
上防止、洪水処理を目的として昭和32年に設置。
以来半世紀以上にわたり江戸川を見守り続けてきた
この施設の改修が、現在行われている。

高
潮
洪
水
と

海
水
混
入
を
防
ぐ

行
徳
可
動
堰
改
築

可動堰

　
「
行
政
に
た
ず
さ
わ
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築
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台
風
一
過
、
江
戸
川
の
河
口
部
は
抜

け
る
よ
う
な
晴
天
だ
。
し
か
し
、
上
流

で
降
っ
た
大
雨
が
押
し
寄
せ
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の
は
こ
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ら
の
こ
と
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天
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穏
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を
取
り
戻
し
て
も
、
可
動
堰
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緊
張
は
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け
ま
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。
水
位
の
監
視
、
情
報
収

集
は
川
の
流
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が
安
定
す
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ま
で
継
続

し
ま
す
」
と
話
す
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は
同
計
画
課
の
小
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課
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。
泊
り
込
み
に
な
る
こ
と
も
少

な
く
な
い
。「
家
族
か
ら
『
心
配
な
と
き

に
い
つ
も
家
に
い
な
い
』
と
叱
ら
れ
ま

す
」
と
苦
笑
し
た
。

　

無
限
の
想
像
力
と
、
市
民
の
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命
、

財
産
を
守
る
と
い
う
使
命
感
に
裏
打
ち

さ
れ
た
要
衝
の
改
修
事
業
が
、
二
年
後

の
竣
工
を
目
指
し
進
め
ら
れ
て
い
く
。
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じ
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課
長
（
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）。

江戸川河口部の分流点。左側が本来の川
筋で右側に流下するのは放水路だ。可動
堰は常時閉め切って海水の遡上を防ぎ、
洪水時に開放して河川の水を東京湾に放
流する。
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江
戸
川
は
、
そ
の
下
流
部
で
「
旧
江

戸
川
」
と
「
江
戸
川
」
に
分
流
す
る
。
本

来
の
川
筋
で
あ
る
旧
江
戸
川
は
川
幅
が

狭
く
、
蛇
行
し
て
い
る
た
め
、
こ
の
地

域
は
度
々
浸
水
被
害
に
見
舞
わ
れ
て
き

た
。
そ
こ
で
大
正
五
年
か
ら
八
年
に
か

け
、
下
流
の
三
㌔
㍍
余
り
を
開
削
、
整

備
さ
れ
た
の
が
江
戸
川
放
水
路
、
現
江

戸
川
で
あ
る
。

　

大
正
九
年
、
こ
の
放
水
路
の
流
頭
部

に
川
底
の
洗
掘
防
止
と
安
定
的
な
取
水

を
目
的
と
し
た
行
徳
床
固
（
固
定
堰
）

が
整
備
さ
れ
る
。
ゲ
ー
ト
が
な
く
洪
水

時
に
越
流
す
る
構
造
を
持
つ
石
張
り
の

堰
だ
っ
た
。

　

し
か
し
、
昭
和
二
十
二
年
の
カ
ス
リ

ー
ン
台
風
に
よ
る
大
洪
水
を
契
機
に
改

修
計
画
が
策
定
さ
れ
、
固
定
堰
を
撤
去
、

昭
和
二
十
五
年
に
行
徳
可
動
堰
建
設
が

着
工
さ
れ
た
。
常
時
締
め
切
っ
て
海
水

の
遡
上
を
防
ぎ
、
首
都
圏
の
生
活
水
を

確
保
す
る
と
と
も
に
、
洪
水
時
に
は
ゲ

ー
ト
を
開
放
し
て
東
京
湾
へ
と
放
流
す

る
。
約
七
年
の
歳
月
を
か
け
昭
和

三
十
二
年
に
竣
工
し
た
。

　

そ
し
て
近
年
、
設
置
か
ら
半
世
紀
余

り
を
経
た
こ
の
可
動
堰
は
経
年
劣
化
が

無
視
で
き
な
い
状
況
と
な
っ
て
き
た
。

平
成
十
九
年
の
台
風
で
は
ボ
ル
ト
の
腐

食
が
原
因
で
二
号
ゲ
ー
ト
の
操
作
が
不

能
と
な
る
事
態
も
お
き
た
。
今
回
の
改

修
事
業
は
当
初
の
全
面
改
築
か
ら
、
現

堰
の
機
能
を
維
持
し
た
部
分
改
築
に
計

画
を
変
更
、
平
成
二
十
三
年
三
月
に
工

事
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　

現
場
で
は
、
四
基
の
堰
柱
と
そ
の
間

に
設
置
さ
れ
た
三
門
の
ゲ
ー
ト
が
し
っ

か
り
と
川
と
海
水
を
隔
て
て
い
た
。
し

か
し
、
目
を
凝
ら
す
と
鉄
筋
の
露
出
、

鋼
材
部
の
腐
食
な
ど
老
朽
化
は
否
め
な

い
。

　

鹿
島
建
設
が
担
う
の
は
、
主
に
こ
の

堰
柱
、
護
岸
の
改
修
、
次
工
程
に
向
け

た
準
備
工
事
だ
。
ゲ
ー
ト
の
更
新
に
あ

た
っ
て
施
工
箇
所
を
ド
ラ
イ
状
態
に
す

る
た
め
仮
ゲ
ー
ト
を
設
置
す
る
。
こ
の

遮
水
仮
ゲ
ー
ト
を
受
け
止
め
る
た
め
堰

柱
の
表
面
を
削
り
新
た
に
コ
ン
ク
リ
ー

ト
を
打
設
、
鋼
材
に
よ
っ
て
補
強
し
た
。

中
央
ゲ
ー
ト
を
挟
む
真
新
し
い
堰
柱
が

川
面
に
映
え
る
。
工
事
は
施
工
ス
テ
ッ

プ
に
合
わ
せ
て
、
残
る
左
右
の
ゲ
ー
ト

で
も
順
を
追
っ
て
同
様
の
作
業
が
行
わ

れ
る
。

　

越
流
す
る
川
水
か
ら
高
水
敷
き
を
守

る
た
め
の
護
岸
部
の
一
部
も
着
手
さ
れ

た
。
こ
こ
で
は
川
岸
に
杭
を
打
設
す
る

際
に
、
想
定
外
の
埋
設
物
に
阻
ま
れ
何

度
か
打
ち
替
え
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
ま

た
、
各
構
造
物
を
支
え
る
土
中
の
松
杭

も
五
〇
年
以
上
の
時
を
経
た
今
も
腐
食

す
る
こ
と
な
く
、
そ
の
機
能
を
発
揮
し

て
い
た
と
い
う
。
堰
柱
の
コ
ン
ク
リ
ー

ト
も
容
易
に
削
れ
な
い
ほ
ど
高
品
質
な

も
の
で
当
時
の
土
木
技
術
の
高
さ
が
偲

ば
れ
る
。
昭
和
の
技
術
者
た
ち
が
抱
い

た
使
命
感
を
受
け
継
ぎ
、
平
成
の
堰
改

修
が
着
々
と
進
め
ら
れ
て
い
く
。

引
き
継
が
れ
る

河
口
部
の
治
水
事
業

老
朽
化
し
た

可
動
堰
を
改
修

上／昭和の施工時に地盤を強化するため
に打設された松杭。例えばこの松杭が打
たれているのは垂直方向なのか、それと
も斜杭なのか？撤去の際にも「想像力」
と正確な検証が要求された。
下／骨材に良質な川砂を用いていたため
容易に削ることができなかった「昭和の
コンクリート」。粉砕の困難さ故、付近
のレスキュー隊が訓練のためにその一部
を所望したほど強固だった。

堰柱の基礎部周辺を鋼矢板で締め切り内側の
川水を排出、ドライ状態にして補修した。

河川工事は渇水期の11月から5月に限定され
る。少しの遅延が大幅な工期延長に繋がりか
ねないため、日々の工程厳守が最重要課題だ。

行徳可動堰全景。鋼製ローリングゲート（純径間30m×門高5m×3門）が昭和32年に設置された。（写真：中原一隆）
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　私は入社以来約30年間、主にダム
の建設に携わってきました。人里離れ
た山奥の工事が多かったのですが、今
回のような都市部における施工に際し、
最も配慮することは近隣に対する安全
対策です。この可動堰は並行する行徳
橋の橋脚という役割も兼ねており、1
日の通行量は1万台という地域の幹線
道路です。工事車両の運行や、資材の
搬出入には細心の注意をはらっていま
す。ましてや可動堰はいつ発生すると
も知れない洪水から、常時街を守るた

めの施設です。その機能を維持しなが
らの施工ですから、堰柱の破損や、ゲ
ートの機能不全などはあってはなりま
せん。障壁にぶつかることもあります
が、その課題をひとつひとつていねい
に解決していくことが大切であり、そ
れこそがこの工事の醍醐味だと感じ
ています。
　「鹿島」の看板を背負っている限り、
決められた工期と品質を全うし、完璧
な仕事を完遂する、その決意をもって
日々現場に立っています。

鹿島建設株式会社
行徳可動堰工事事務所 所長

伊阪大輔

近隣の安全確保と高品質施工が第一
E engineer




